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ド
リ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
（鵡
）
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・
１
，

学
校
に
行
き
づ
ら
い
子
ど
も
と
そ
の
親
向
け
の
居
場
所

「ド
リ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
」
の
運
営
が
、
宮
崎
市
下
北
方
町
の

住
宅
の

一
室
を
活
用
し
て
今
月
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。
週
に
２
回
開
き
、
元
教
員
や
不
登
校
の
子
ど
も
を
育
て
た
経
験

の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
常
駐
し
、
子
ど
も
を
見
守
り
、
保
護
者
の
相
談
に
乗
る
。
代
表
で
生
活
困
窮
者
支
援
に
も
関

わ
る
上
水
真
琴
さ
ん
（５１
）
＝
宮
崎
市
＝
は

「親
子
の
困
り
ご
と
に
寄
り
添
い
、
行
政
や
民
間
の
支
援
機
関
な
ど
に
つ
な

ぐ
総
合
窓
口
を
目
指
し
た
い
」
と
利
用
を
呼
び
か
け
る
。

不
登
校

の
居
場
所
に

ド”

/4J「
`
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■

「 ドリー ムサ ポ ー ト」 を開設 した上 水真 琴 さん (中央 )と 、運 営 を支 援
す るボ ラ ンテ ィア =宮 崎市 下 北 方 町 (米丸悟 撮 影 )

親子寄り添い支援つなぐ
上
水
さ
ん
は
自
身
に
不
登

校
の
子
ど
も
を
抱
え
悩
む
友

人
が
い
た
こ
と
を
き

っ
か
け

に
、
親
子
の
居
場
所
づ
く
り

を
２
年
前
か
ら
模
索
し
て
き

た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
ヨ

ガ
講
座
の
講
師
を
務
め
る
こ

と
の
で
き
る
人
を
含
め
、
女

性
４
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

見

つ
か
り
、
本
格
始
動
し

た
。本

年
度
は
県
や
同
市
の
補

助
を
受
け
て
運
営
。
開
所
中

は
、
ヨ
ガ
講
座
や
不
登
校
を

経
て
高
校
受
験
を
し
た
人
の

話
を
聞
く
会
を
考
え
て
い

る
。
子
ど
も
に
夢
や
目
標
を

持

っ
て
も
ら
お
う
と
、
生
け

花
や
書
道
な
ど
の
体
験
会
も

予
定
。
県

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
協
会

と
連
携
し
て
ゲ
ー
ム
と
の

付
き
合
い
方
を
学
び
、
ク
リ

エ
イ
タ
ー
を
育
成
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
る
と
い

う
。生

活
困
窮
者
に
住
居
支
援

な
ど
を
行
う
同
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人

「
カ
ー
サ

・
グ
ラ
ン

デ
」
の
理
事
を
務
め
る
上
水

さ
ん
は
、
経
営
す
る
ア
パ
ー

ト
の

一
部
を
約
５
年
前
か
ら

提
供
。
同
法
人
の
ス
タ
ッ
フ

と
関
わ
る
中
で
、

「障
害
者

や
刑
事
施
設
退
所
者
ら
と
接

し
、
行
政
機
関
な
ど
に
つ
な

ぐ
支
援
の
在
り
方
を
間
近
で

見
て
き
た
」
と
話
す
。

上
水
さ
ん
は

「子
ど
も
や

親
が
安
心
し
て
楽
し
く
過
ご

せ
る
場
に
し
た
い
。
ほ
か
の

支
援
団
体
と
も
連
携
し
、
不

登
校
の
背
景
に
あ
る
悩
み
や

問
題
の
解
決
を
目
指
す
」
と

話
し
て
い
る
。

毎
週
火

・
木
曜
日
の
午
前

１０
時
～
午
後
３
時
に
開
く
。

参
加
費
は
１
人
５
０
０
円

（
お
茶
代
）
で
予
約
が
必

要
。
７
月
２９
日
は
無
料
開
放

す
る

（午
後
２
時
ま
で
）
。
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